
確率論基礎試験問題 (前期/2009,担当 西和田)

2009。 7.17

解答用紙の裏面を使 うときは必ず矢印の場所から書き始めること。問題は任意の順序で解

答してよい。

E]3つ の壺 碗,め ,1/3が あり、眈 には赤玉が 2個、自玉が 4個、の には赤玉が 3個、白玉が 3個、

また 1/3に は赤玉が 4個、自玉が 2個入つている。今サイコロを投げ 1,2,3の 目が出れば 碗 か    ′

ら,4,5の 目が出れば 1/2か ら,ま た 6の 目が出れば 銑 から無作為に玉を 2個取り出す試行を考

える。この試行により取り出した玉が 2個 とも赤主であったとき、それらが壺 1/2か ら取り出さ

れた確率はいくらか。

巨]確率変数 Xは 2項分布 B(2,p)に従 う。

■X句 =:EIXl

であるとき、EIXlを求めよ。

E]確 率変数 X,yは互いに独立で、ともに平均 1のポアソン分布に従 う。

(a)P(Xy≦ 2)を もとめよ。

(b)正定数αに対して、EbX]=C2が成り立つとき、αの値を求めよ。

円周上の一点 Aを一端とする直径を AA′ とする。AA′ の片側にある半円弧をα、別の側にある

半円弧をの とする。Q上に無作為に点Bを、の 上に無作為に点 Cを、互いに独立にとる。 (B

はQ上に連続一様分布、Cは Q上 に連続一様分布している。両点は互いに独立。)

(a)三角形 ABCにおいて、最も小さい角が ∠BACになる確率を求めよ。

(b)|∠ABC― ∠ACBI(radian)の 平均を求めよ。
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